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１．研究の背景 

本研究会は、西米良村立村所小学校(児童数 66 名)、西米良村立西米良中学校(生徒数 26 名)の２校で構成

されている。西米良村は、平成８年度に「全国視聴覚教育研究会第２０回全国大会西米良大会」を開催す

るなど、教育の情報化に先進的に取り組んできている。現在も、教職員一人に一台ノートＰＣが配備され、

校内ネットワークの完備、各教室に 52 インチの電子黒板が設置されている。さらに、平成 28 年度より児

童生徒用タブレットＰＣを導入し、本年度は小学校１、２年生には二人に１台ずつ、それ以外の学年では

一人 1 台ずつ配備されている。 

このように、恵まれたＩＣＴ機器環境の中、本研究会では「生き生きと学び合い、確かな学力を身に付け

た児童生徒の育成～ＩＣＴを活用した、主体的に学び合う学習過程の工夫を通して～」を研究課題として、

ＩＣＴ機器を効果的に活用した児童生徒の課題解決に取り組んできた。 

本村の児童生徒は、全体的な学力は高いものの活用力に課題が見られ、学力の二極化にもつながりつつあ

る。また、自分の意見をもつことに消極的で、お互いに意見を主張しあうことが苦手である。これらの児

童生徒の課題と恵まれたＩＣＴ機器環境をもとに、主体的に学び合う学習過程の工夫を通して、協働的な

学習の中で自分の考えをもち、交流の中で理解を深められる授業の改善をめざすこととした。さらに、授

業改善にＩＣＴ機器をどう用いることが効果的であるか、授業実践の中でその事例やＩＣＴ機器の効果に

ついて検証していくこととした。 

 
２．研究の目的 

本研究会では、昨年度、タブレットＰＣが導入され、日常的な授業時活用をめざして研修等を重ねてきた。

その成果もあり、教師、児童生徒ともにタブレットＰＣの使用場面が増えるとともに、操作面でも抵抗感

無く活用できるようになってきた。しかし、タブレットＰＣを中心としたＩＣＴ機器の活用について、使

用教科が限定的であり、また、本村児童生徒の課題解決のために効果的に活用できているかの検証も不十

分であった。こういった現状の中、本研究会では、児童生徒の課題に立ち返り「児童生徒が主体的に学習

に取り組み、確かな学力を身に付けるための授業改善」を今年度の研究テーマに掲げ、児童生徒の課題解

決に取り組むこととした。 
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児童生徒が主体的に学習に取り組むために、身に付ける力

を明確にした課題解決的な学習過程の構造化が必要だと考

えた。児童生徒が「問い」をもち、その問いに対する答えが

「本時のねらい」となることで、自ずと児童生徒は主体的に

学習に取り組めると考える。そのためにも、導入場面での課

題提示や自力解決時間の確保、学び合いの中での理解の深化、

表現場面の設定など、学習過程ごとの目的を明確にする必要

がある。 

また、これまでの実践でＩＣＴ機器の活用が導入場面で効

果的であることが本研究会で検証されてきている。課題提示

の多様性、時間短縮といった活用目的が導入場面で特に有効

だったためである。このことから、活用目的や使用場面を明

確にすることで、他の段階でも効果的にＩＣＴ機器を活用で

きると考えた。 

以上のことから、ＩＣＴ機器の効果やそれに応じた使用場

面について、授業を通して検証、分類し、ＩＣＴ機器を効果 

的に用いた主体的に学び合う学習過程の工夫を実践することで、教師がより主体的に授業改善に取り組め

るようになり、児童生徒が主体的に学習に取り組むとともに、確かな学力が身に付くではないかと考え、

研究を進めることにした。 

 
３．研究の経過 

期日 取り組み内容 評価のための記録 

４月１２日 
第１回西米良村小中合同主題研究会 
○ 模擬授業による実践報告 

感想カード(教員) 

５月１７日 
第２回西米良村小中合同主題研究会 
○ 研究授業・授業研究会 小学校第３学年 国語科

参観の視点表(教員) 

感想カード(教員) 

６月１４日 
第３回西米良村小中合同主題研究会 
○ 研究授業・授業研究会 中学校第３学年 社会科

参観の視点表(教員) 

感想カード(教員) 

７月２５日 
第４回西米良村小中合同主題研究会 
○ 講義「授業研究の仕方」○ 研究員相互実践報告
○ 演習「ＩＣＴ活用授業の実際(模擬授業)」 

参観の視点表(教員) 

感想カード(教員) 

アンケート調査(児童) 

８月２３日 
第５回西米良村小中合同主題研究会 
○ ２学期実施研究授業検討（模擬授業、協議） 

感想カード(教員) 

９月２７日 
第６回西米良村小中合同主題研究会 
○ 研究授業・授業研究会 中学校第１学年 音楽科

参観の視点表(教員) 

感想カード(教員) 

１１月１日 
第７回西米良村小中合同主題研究会 
○ 研究授業・授業研究会 小学校第２学年 生活科

参観の視点表(教員) 

感想カード(教員) 

１１月２１日 研究公開『研究授業・授業研究会』 
・小学校：第１学年 生活科・第６学年 社会科 
・中学校：第１学年 保健体育科・第２学年 理科 

アンケート調査(児童) 

参観の視点表(教員) 

感想カード(教員) 

１２月～１月 各校での研究実践 参観の視点表(教員) 

２月２１日 第８回西米良村小中合同主題研究会 
○ 研究のまとめ 

感想カード(教員) 
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４．代表的な実践 

ア 『参観の視点表』を活用した授業実践 

授業研究や模擬授業を行う際は、授業者が

『参観の視点表』を作成し、課題解決的な学習

過程を実践するためにＩＣＴ機器をどう活用す

るか、その目的は何かを明確にした。授業後、

参観の視点をもとに、授業分析を行うことで、

ＩＣＴ機器活用の効果やそれに応じた使用場面

を検証、分類し、汎用的に活用できるよう取り

組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 
イ 小学校 1年生 生活科「たのしもう あき」の授業実践から 

1 年生の児童は、自分の考えを大型テレ

ビで共有することで表現の手助けにする

ことができた。また、季節の変化を比較

する際に、これまで撮影してきた写真を

振り返ることで、児童自身の体験や経験

から課題解決に生かすことができた。 

 

 

 

 
    [発表資料の共有化] 

 

 

 

  
   [写真による体験の代行] 

 
  

段階 学習内容及び学習活動 資料・準備 

問
い
を
つ
か
む 

１ 夏さがしの映像から気付いたことを話

し合う。 

２ 学習課題を設定する。 

大型テレビ 

 

マッピング 

 

 

考
え
を
も
つ

３ 学習の見通しをもつ。 

 〇 教科書とタブレットから探す。 

〇 全体で発表する。 

活動の流れを書

いたカード 

問
い
を
解
決
す
る 

４ 教科書の「夏」と「秋」の絵から自然の

様子が変わったところを見つける。 

 ○ ペアで話し合いながらタブレットに

マーキングをする。 

 

５ 全体で発表し合う。 

 

６ 校庭の様子から夏から秋への変化を

見つける。 

タブレットＰＣ（発

表ノート） 

 

夏さがしのマッピ

ング 

生活科ファイル 

タブレット PC（発

表ノート） 

マッピングシート 

ま
と
め
る
・
ふ
り
か
え
る 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

 

８ 今後、やってみたい活動について発

表する。 

 

「あき見つけ」のめいじんになるためにはどうすればよい

だろう。 

「みる・きく・におい・さわる・あじ」のアイテムをつかうと、

「あき見つけ」めいじんになれる。 
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ウ 授業実践からの振り返り 

 授業実践を積み重ね、授

業を通してＩＣＴ機器 の効 果

やそれに応 じた使 用 場 面 を

検 証 、分 類 し、活 用 事 例 を

まとめた。課 題 解 決 的 な学

習過程の工夫として「問いを

つかむ段階」「考えをもつ段

階 」「問 いを解 決 する段 階 」

「まとめる・振 り返 る段 階 」の

４段階を設定し、それぞれの

段 階 の目 的 を明 確 にした。

その目 的 を達 成 するために

効果的だったＩＣＴ機器の活

用 例 をまとめることで、ＩＣＴ

機 器 活 用 の効 果 をより具 体

的 に実 感 できるとともに、汎

用 的 な活 用 への足 掛 かりと

なった。 

 

エ ＩＣＴ機器活用の日常化 

ＩＣＴ機器活用の日常化をめざして、教科等

の授業以外のＩＣＴ機器活用事例についてま

とめた。 

授 業を通してＩＣＴ機 器 の効 果 的 な活 用 に

ついて検証したことにより、ＩＣＴの特性を教師

が理 解 でき、様 々な教 育 活 用 にＩＣＴ機 器 を

活用できるようになった。 

また、児 童 生 徒 もＩＣＴ機 器 の取 捨 選 択 が

できるようになり、児 童 会 ・生 徒 会 活 動 で積

極 的にＩＣＴ機 器を活用したり、タブレットＰＣ

の機 能 を効 果 的 に選 択 したりできるようにな

った。 
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オ ＩＣＴ機器活用力アップ研修 

教師のＩＣＴ機器操作能力の向上や日常的な活用を目

指して活用事例を交換する研修を実施した。 

(１) ＩＣＴ体験型研修 

研究授業の事後研究会において、ＩＣＴ機器を用い

て研修を実施することで、ＩＣＴ機器の操作法やタブレッ

トＰＣのアプリケーションや機能を体験しながら理解でき

るようにした。 

(２) 企業によるタブレットＰＣ操作研修会 

タブレットＰＣにインストールしている学習支援ソフト

「SKYMENU Class」を販売しているＳｋｙ株式会社の方

を招いて、タブレットＰＣ操作研修会を実施した。 

(３) ＩＣＴ支援員の活用 

週に二日学校に来校するＩＣＴ支援員に協力しても

らい、授業研究会にも積極的に参加していただいた。 

ＩＣＴ支援員の視点からＩＣＴ機器活用の場面や代替案

を提案していただいた。 

また、児童生徒のタイピング指導等にも協力してい

ただき、ＩＣＴ機器活用の日常化につながった。 

 

 

５．研究の成果 

研究を通して、授業における児童生徒の発言

や提案、質問が以前よりも多くなってきた。児童

生徒が、授業の中で「今、何をすべきなのか」を

意 識するようになり、話し合 い活動も視 点をもっ

て活 発 に意 見 交 換 できるようになった結 果 では

ないかと考 える。図 １の児童 生 徒 アンケートから

も、「主 体 的 に授 業 に取 り組 めるようになった」

「話し合い活動で考えを深めたり広げたりできる

ようになった」と答えた児童生徒の増加が確認で

きる。 

これらは、教師が課題解決的な学習過程を意

識 して実 践 できるようになった成 果 だと考 える。

課 題 解 決 的 な学 習 過 程 を意 識 することにより、

児童生徒自身が「問い」をもって学習に取り組め

るようになり、問 いがあることによって、その解 決

に向けて主体的に取り組めるようになったと考え

毎日の授業の中

で、主体的に学習

活動に取り組んで

いると思う。 

毎日の授業の中

で、授業のはじめ

に目標が示され

ていると思う。 

毎日の授業の中

で、授業の最後に

まとめをよく行っ

ていると思う。 

話し合う活動を通

して、考えを深め

たり、広げたりす

ることができてい

ると思う。 

図１【児童生徒意識アンケート結果】 
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られる。図１のアンケートからも「問い、まとめ」が授業の中で確実に示されていることがわかる。教師が課題

解決的な学習過程を意識し授業改善に取り組めた成果である。 

また、図２の「各研究会の教師振り返りカード」の内容からも、授業を通して実践を深めてきたことにより、

研究授業を事例としながら、課題解決的な学習過程を進めるために、どうＩＣＴ機器を活用するのかを思

案し、授業改善の意識が高まったことがわかる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．今後の課題・展望 

本研究を通して、教師の授業改善意識が高まり、児童生徒が主体的に取り組む学習過程が確立され

つつある。さらに、「問いとまとめ」が整合性をもった課題解決的な学習過程を支えるＩＣＴ機器の活用も事

例を分析、検証しＩＣＴ機器活用の日常化につながっている。 

しかし、それらが「確かな学力」につながっているか、検証が不十分である。今年度の学力テスト等の結

果と次年度の結果を比較分析し、学力との相関関係を実証できるデータを収集していく必要がある。 

また、授業段階における「集団思考の活性化」をうながすＩＣＴ機器の活用について、実践事例が不足し

ている。集団思考の活性化にＩＣＴ機器が効果的かどうかを分析し、協働的な学習活動を支えるＩＣＴ機器

の活用の在り方について今後も実践を通して検証を重ねたい。 

 

７．おわりに 

本研究を推進するにあたり、宮崎大学の新地先生、鹿児島大学の山本先生に指導助言を頂き、研究

の方向性を焦点化することができた。本研究の一番の成果は、小中学校が一貫して、教師自身が主体的

に研究に取り組めたことだと考える。「授業」を研究の基本として、全員が自身の授業を通して提案、検討

を重ね、学校種、教科等の別を越えて、児童生徒のために研究を進めることができた。研究の上に醸成さ

れたこの土壌が何よりの宝だと考える。 

 

８．参考文献 

・パナソニック教育財団『平成 28 年度成果報告書』 

 http://www.pef.or.jp/school/grant/evaluation/h28_evaluation/ 

今までにやったことのない授業にチャレンジするという気持ちが素晴らしいと思います。ともする

と、これまでの授業をほぼ同様に繰り返すこともある中、自分の授業力を高めようという気持ちを

もち続けることは、私たちが教師として向上できるかどうかにかかってくると思います。 

不慣れなタブレット操作に手間がかか

ることを体験でき、子どもと同じ目線、

同じ立場を実感できたことが良かった。

毎回いろいろな先生方の考え方や思い

を聞くことができるので、参考にさせて

もらったり、自分だったら…と想像して

みたり、案外、他教科の授業を見せても

らうことで、学びが多いような気がしま

す

研究がトップダウンではなく、共に考え

を伝え合い、学び合い、共有していくも

のとなるようにしたいという研究の方

向性が強く伝わってきました。模擬授業

では、タブレットを使った授業の利点が

はっきりとわかり、自分も少しでも活用

してみたいという気持ちがわきました。 


